
事務事業評価 （25年度 実施した事務事業）

部 所属名 款 項 目 事務事業名 事業の目的

入力不要

229229229229 健康福祉部 健康増進課 04 01 01 健康福祉センター管理運営業務

健康福祉センターの管理運営に必要な経費。

17281 施設内の事故件数 件 0 0 継続

233233233233 健康福祉部 健康増進課 04 01 02 ★ 健康づくり推進事業 2673 人 2,500 1,760 

234234234234 健康福祉部 健康増進課 04 01 02 湖西市健康づくり推進協議会 91 回 2 2 継続

235235235235 健康福祉部 健康増進課 04 01 02 健康まつり事業 122 健康まつり入場者数 人 1,000 1,346 継続

236236236236 健康福祉部 健康増進課 04 01 02 ★ 食育推進事業 1085 人 900 1,061 継続

250250250250 健康福祉部 健康増進課 04 01 02 ２歳親子教室事業 999 ２歳親子教室の参加率 ％ 85 93 継続

251251251251 健康福祉部 健康増進課 04 01 02 歯の健康まつり事業 514 人 850 866 継続

252252252252 健康福祉部 健康増進課 04 01 02 歯科保健指導・訪問事業

歯科衛生の知識を高め、歯科疾患を予防する。 歯科衛生士による保健指導や訪問事業を行う。

2097 訪問指導人数 人 64 74 継続

253253253253 健康福祉部 健康増進課 04 01 02 歯周病検診事業 575 歯周病健診の受診者率 ％ 15 7 継続

254254254254 健康福祉部 健康増進課 04 01 02 ★ フッ化物洗口事業

・４・５歳児に対し、週５回のフッ化物洗口を実施する。

126 フッ素洗口の参加者率 ％ 100 98.9 継続

255255255255 健康福祉部 健康増進課 04 01 02 ８０２０推進ステーション事業 15 アドバイサー活動参加者数 人 85 70

256256256256 健康福祉部 健康増進課 04 01 02 学校等歯科保健事業 317 参加者数 人 2,300 2,219 継続
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健康福祉センターを快適に利用してもらうため、施
設・設備の維持修繕を行う。

光熱水費・施設管理委託
健康福祉センターの利用者数　50,688　人

Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 建設後13年が経過し、備品等の
老朽化や空調整備に不備があ
り修繕の必要が生じている。

・市民の健康づくりのため、地区活動の活性化と
地域の活性化をすすめる。
・「健康こさい２１」計画に基づく健康づくり事業を
推進する。

・保健推進委員を委嘱し、健康づくりの担い手となるとともに、
住民と行政のパイプ役としての活動をする。
・「健康こさい２１」推進のための事業を実施する。

・市内１１地区で６８人の保健推進委員を委嘱し、健康づくりの
研修を行うとともに、市内各地区での健康づくりを推進した。
・ゲートキーパーの養成研修を1回実施した。

保健推進委員会自主活動
の参加者数

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

保健推進委員の協力を得て各
地区まんべんなく健康づくりを推
進している。
健康こさい21の計画をたて、今
後の方向性をだしていくことが
効果的である。

改善（そ
の他）

地域保健法の市町村保健センター
の運営にあったて、健康づくり推進
協議会の設置が義務づけられて
いる

湖西市の健康づくりの運営にあたる
各組織の代表者からなる会議。

年2回会議を開催し、市民の健康づくり事業への提言を行った
。

健康づくり推進協議会の開
催回数

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 法的に位置付けられていていて
、企画、運営業務の評価等を効
果的に実施している。

健康に関する知識を広く市民に啓発することを目
的とする。

健康づくりの各種催しものをふれあい広場と
同時に開催する。

9月29日実施。来場者1,346人
健康づくりと生活習慣予防の知識普及を行った。

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ 広く市民に健康に関する知識を
啓発し、生活習慣の改善に参考
となる機会である。

・栄養及び食生活改善並びに健康増進に関する
知識の普及を図り、健全な食生活を実践できる人
を育てていく。

・食育推進計画の推進。
・健康づくり食生活推進員養成講座の開催。
・健康づくり食生活推進員の育成及び事業委託。

・食育推進連絡会　年２回
・子どもの食育教室
・各地区での食育推進事業
・地場産物のＰＲ（料理コンテスト実施）

食生活推進協議会自主活
動の参加者数

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

市民のﾆｰｽﾞと事業実施の意義
がある事業と思われる。計画を
通して目標をたて達成率を注視
している。

フッ化物塗布の定期的な実施と歯科指導の実施
により、むし歯の有病率低下を図る。また、保護者
への歯周病健診により、早期発見・予防知識の普
及を図る。

２歳児の健診とフッ化物塗布、その保護者を対象とした歯周病
検診を行う。

教室参加者　469人（参加率　92.5％）
フッ化物塗布　466人
歯周病検診　465人

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

虫歯の発生率が高くなるこの時
期にフッ化物塗布と健診を実施
することで虫歯の早期発見と有
病率低下を図る。子どもだけで
なく母親も健診を受ける事で早
期発見予防知識の普及を図る。

市の歯科保健全般にわたる事業充実のため、歯
科についての正しい知識の普及を図る。

乳幼児から高齢者までの幅広い層を対象に歯科衛生のための
知識を普及するため、歯の衛生週間に併せて年１回「歯の健康
まつり」を実施する。 ８０２０コンクール受賞者　74人

来場者　866人
歯の健康まつりの入場者数

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

歯と口の健康に関する正しい知
識を市民に啓発し、歯科疾患の
予防や早期発見をすることが出
来る。

口腔歯科保健訪問人数　74人  育児相談（歯科個別）　44人

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ 個別に訪問、指導し、歯科衛生
の知識を直接伝える事の出来
る事業

歯周病の早期発見と歯周病検診の受診率の向上 歯周病の早期発見、知識の普及を図り，口腔内の健康を守り、
老年期の生活の質の向上・８０２０の実現を目指す。受診率の
向上をするため、本年度より満４０．５０．６０歳の市民に無料ク
ーポンを郵送。７０歳は、申込みにより配布。市内歯科医院で
実施する。

受診者数　178人

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

歯科疾患でとどまらず、血管系
の疾患までも引き起こす歯周病
。早期発見と早期治療に結びつ
く事業のため

・永久歯のむし歯予防対策として、保育・教育施設
においてフッ化物洗口を実施することにより、むし
歯の罹患率を低下させ、子どもたちの健全歯を育
成する。 ・参加者数　966人（977人中）・・・H26.3現在

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

永久歯のむし歯予防には有効
な事業であり、知識の普及、歯
みがき実技指導と併せて実施
することで効果は増大すると考
えている。

住民を中心においた8020ステーション展開に向け
住民主体の推進組織の養成と活動の定着を図る
。

歯科保健対策を効果的に推進するため、従来の専門家と行政
の会議から、住民を中心にした歯科アドバイザー活動を行う。 歯科アドバイザー勉強会　１１回

参加者　延５６人
健康増進課事業　２回
参加者　延１５人

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

H19年に発足した当初からメン
バーで構成されており、現在自
己学習の場のみになって自主
活動の発展は望めない状況。
今後の存続を検討する必要が
ある。

改善（そ
の他）

乳幼児健診以降の子どもに歯科保健指導を実施
し、う歯の発生や歯周病予防を図る。

幼稚園・保育園・小学校において、園や学校の職員と連携を取
りながら、歯科保健指導を実施する。

各施設年２回実施
延人数　2,199人
（幼稚園・保育園1,787人・小学校412人）

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

歯垢が付着していたり、歯肉の
状態が悪い児童に個別に歯科
指導を実施しすることがむし歯
の発生や歯周病の予防につな
がる。


